
安全データシー ト

酢 酸 ブ チ ル

作成日 2008年10月06日

改訂日 2015年3月31日

１ ． 化 学 品 等 及 び 会 社 情 報

化 学 品 等 の 名 称 酢酸ブ チル、( B uty l  a ce ta te )

製 品 コ ー ド H 26-B -118  ( 21B 3031  )

会 社 名 ○○○○株式会社

住 所 東京都△△区△△町△丁目△△番地

電 話 番 号 03-1234-5678

フ ァ ッ ク ス 番 号 03-1234-5678

電 子 メ ー ル ア ド レ ス 連絡先＠検セ.or . j p

緊 急 連 絡 電 話 番 号 03-1234-5678

推 奨 用 途 及 び 使 用 上 の 制 限 溶剤、人造真珠用塗料、天然ゴ ム 、果実エ ッセンス、硝酸繊維素原

料、香料、医薬品等である。

２ ． 危 険 有 害 性 の 要 約

G H S 分 類

分 類 実 施 日 H 25 .8 .22、政府向けGH S分類ガイダンス（H 25 .7版）を使用

GH S改訂４版を使用

物 理 化 学 的 危 険 性 引火性液体 区分2

健 康 に 対 す る 有 害 性 眼に対す る重篤な損傷性又

は眼刺激性

区分2B

特定標的臓器毒性（単回ばく

露）

区分3 ( 気道刺激性、麻酔作用)

分 類 実 施 日 環境に対す る有害性はH 18 .3 .31、GH S分類マニュ アル（H 18 .2 .10

版）を使用

環 境 に 対 す る 有 害 性 水生環境有害性 （急性） 区分3

注）　上記のGH S分類で区分の記載がない危険有害性項目については、政府向けガイダンス文書で規定された

「分類対象外」、「区分外」ま たは「分類できない」に該当す る。なお、健康有害性については後述の１１項に、「分

類対象外」、「区分外」ま たは「分類できない」の記述がある。

Ｇ Ｈ Ｓ ラ ベ ル 要 素

絵 表 示

注 意 喚 起 語 危険

危 険 有 害 性 情 報 引火性の高い液体及び 蒸気

眼刺激

水生生物に有害

注 意 書 き

安 全 対 策 熱／火花／裸火／高温のも ののような着火源から 遠ざ けるこ と。－

禁煙。

容器を密閉しておくこ と。

容器を接地す るこ と／アー スをとるこ と。

防爆型の電気機器／換気装置／照明機器を使用す るこ と。

火花を発生させない工具を使用す るこ と。

静電気放電に対す る予防措置を講ず るこ と。

取扱後はよく手を洗うこ と。

環境への放出を避けるこ と。

保護手袋／保護衣／保護眼鏡／保護面を着用す るこ と。

応 急 措 置 皮膚（又は髪）に付着した場合：直ちに汚染された衣類を全て脱ぐこ

と。皮膚を流水／シャ ワー で洗うこ と。

眼に入っ た場合：水で数分間注意深く洗うこ と。次にコ ンタク トレンズ

を着用していて容易に外せる場合は外す こ と。その後も 洗浄を続ける

こ と。

眼の刺激が続く場合：医師の診断／手当てを受けるこ と。

火災の場合：消火す るため に適切な消火剤を使用す るこ と。

保 管 換気の良い場所で保管す るこ と。涼しいとこ ろに置くこ と。

廃 棄 内容物／容器を都道府県知事の許可を受けた専門の廃棄物処理業

者に依頼して廃棄す るこ と。

他 の 危 険 有 害 性 情報なし

３ ． 組 成 及 び 成 分 情 報

単 一 製 品 ・ 混 合 物 の 区 別 単一製品

化 学 名 又 は 一 般 名 酢酸ブ チル、( B uty l  a ce ta te )

別 名 酢酸n-ブ チル ( n-B u ty l  a ce ta te ) 、酢酸ノルマルブ チル、ブ チル

エ タノアー ト、( B u ty l  e tha noa te ) 、 ( A ce t i c  a c i d  bu ty l  e s te r )
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濃 度 又 は 濃 度 範 囲 100%

分 子 式  ( 分 子 量 ) C6H 12O2（116 .16）

化 学 特 性  ( 示 性 式 又 は 構 造 式 )

C A S 番 号 123-86-4

官 報 公 示 整 理 番 号 （ 化 審 法 ） ( 2 ) -731

官 報 公 示 整 理 番 号 （ 安 衛 法 ） 2- ( 6 ) -226

分 類 に 寄 与 す る 不 純 物 及 び 安 定 化

添 加 物

情報なし

４ ． 応 急 措 置

吸 入 し た 場 合 空気の新鮮な場所に移し、呼吸しやす い姿勢で休息させるこ と。 医

師に連絡す るこ と。

皮 膚 に 付 着 し た 場 合 直ちに、汚染された衣類をす べて脱ぐこ と、取り除くこ と。皮膚を流

水、シャ ワー で洗うこ と。 気分が悪い時は、医師に連絡す るこ と。

眼 に 入 っ た 場 合 水で数分間注意深く洗うこ と。次に、コ ンタク トレンズ を着用していて

容易に外せる場合は外す こ と。その後も 洗浄を続けるこ と。 眼の刺

激が続く場合は、医師に連絡す るこ と。

飲 み 込 ん だ 場 合 口をす す ぐこ と。 気分が悪い時は、医師に連絡す るこ と。

急 性 症 状 及 び 遅 発 性 症 状 の 最 も

重 要 な 徴 候 症 状

吸入 : 咳、咽頭痛、め ま い、頭痛。

皮膚 : 皮膚の乾燥

眼 : 発赤、痛み。

経口摂取 : 吐き気

応 急 措 置 を す る 者 の 保 護 情報なし

医 師 に 対 す る 特 別 な 注 意 事 項 情報なし

５ ． 火 災 時 の 措 置

消 火 剤 泡消火剤、粉末消火剤、炭酸ガス、乾燥砂類

使 っ て は な ら な い 消 火 剤 棒状放水、水噴霧

特 有 の 危 険 有 害 性 極め て燃え易く、熱、火花、火炎で容易に発火す る。

消火後再び 発火す るおそれがある。 火災時に刺激性、腐食性及び

毒性のガスを発生す るおそれがある。

特 有 の 消 火 方 法 危険でなければ火災区域から 容器を移動す る。

容器が熱に晒されているときは、移動させない。 安全に対処できるな

ら ば着火源を除去す るこ と。

消 火 を 行 う 者 の 保 護 適切な空気呼吸器、防護服（耐熱性）を着用す る。

６ ． 漏 出 時 の 措 置

人 体 に 対 す る 注 意 事 項 、 保 護 具 及

び 緊 急 措 置

全ての着火源を取り除く。

直ちに、全ての方向に適切な距離を漏洩区域として隔離す る。

関係者以外の立入りを禁止す る。 密閉された場所に立入る前に換気

す る。

環 境 に 対 す る 注 意 事 項 環境中に放出してはなら ない。

封 じ 込 め 及 び 浄 化 の 方 法 及 び 機 材 回収・中和：不活性材料（例えば、乾燥砂又は土等）で流出物を吸収

して、化学品廃棄容器に入れる。

封じ込め 及び 浄化方法・機材：危険でなければ漏れを止め る。

二次災害の防止策： す べての発火源を速やかに取除く（近傍での喫

煙、火花や火炎の禁止）。 排水溝、下水溝、地下室あるいは閉鎖場

所への流入を防ぐ。

７ ． 取 扱 い 及 び 保 管 上 の 注 意

取 扱 い

技 術 的 対 策 『８．ばく露防止及び 保護措置』に記載の設備対策を行い、保護具

を着用す る。

『８．ばく露防止及び 保護措置』に記載の局所排気、全体換気を行

う。

安 全 取 扱 い 注 意 事 項 取扱い後はよく手を洗うこ と。

こ の製品を使用す る時に、飲食ま たは喫煙をしないこ と。

消防法の規制に従う。

ミスト、蒸気、スプ レー を吸入しないこ と。

屋外ま たは換気の良い場所でのみ使用す るこ と。

皮膚と接触しないこ と。

眼に入れないこ と。

接 触 回 避 『１０．安定性及び 反応性』を参照。

衛 生 対 策 こ の製品を使用す る時に、飲食又は喫煙をしないこ と。

取扱い後はよく手を洗うこ と。

保 管

安 全 な 保 管 条 件 技術的対策：消防法の規制に従う。

保管条件：容器を密閉して冷乾所にて保存す るこ と。

換気の良い場所で保管す るこ と。涼しいとこ ろに置くこ と。

施錠して保管す るこ と。 消防法の規制に従う。
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安 全 な 容 器 包 装 材 料 情報なし

８ ． ば く 露 防 止 及 び 保 護 措 置

管 理 濃 度 150ppm

許 容 濃 度

日 本 産 衛 学 会 （ 2 0 1 4 年 度 版 ） 100ppm

A C G I H （ 2 0 1 4 年 版 ） TLV -TWA

TLV -STEL

設 備 対 策 こ の物質を貯蔵ないし取扱う作業場には洗眼器と安全シャ ワー を

設置す るこ と。

作業場には全体換気装置、局所排気装置を設置す るこ と。

消防法の規制に従う。

保 護 具

呼 吸 用 保 護 具 適切な呼吸器保護具を着用す るこ と。

手 の 保 護 具 適切な保護手袋を着用す るこ と。

眼 の 保 護 具 適切な眼の保護具を着用す るこ と。

保護眼鏡（普通眼鏡型、側板付き普通眼鏡型、ゴ ー グル型）

皮 膚 及 び 身 体 の 保 護 具 適切な保護衣を着用す るこ と。

９ ． 物 理 的 及 び 化 学 的 性 質

物 理 的 状 態

形 状 液体

色 無色

臭 い 特徴臭

臭 い の し き い （ 閾 ） 値 情報なし

ｐ Ｈ 7  :  GEST IS ( A cces s  on  A p r i l .  2 009 )

融 点 ・ 凝 固 点 -78℃ :H SDB ( 2014 )

沸 点 、 初 留 点 及 び 沸 騰 範 囲 126 .1℃ : H SDB  ( 2014）

引 火 点 22℃ ( c l os ed  cup )  :  H SDB  ( 2014）

蒸 発 速 度 （ 酢 酸 ブ チ ル ＝ １ ） 情報なし

燃 焼 性 （ 固 体 、 気 体 ） 非該当

燃 焼 又 は 爆 発 範 囲 1 .2～7 .6v o l %  ( 空気中)  :  ICSC  ( 2003）

蒸 気 圧 1 .2 k Pa  ( 20℃)  :  ICSC  ( 2003）

蒸 気 密 度 4 .0  ( 空気=1 )  :  ICSC  ( 2003）

比 重 （ 相 対 密 度 ） 0 .8826  ( 20℃/20℃)  :  Me rck  ( 14 th、2006 )

0 .8825g /cm3  ( 20℃)  :  Li d e  ( 88 th ,  2008 )

溶 解 度 水 : 0 .7 g /100m l  a t  20℃ : ICSC ( 2003）

炭化水素 : 可溶 : Me rck  ( 14 th、2006 )

アルコ ー ル、エ ー テ ル : 混和 : Me rck  ( 14 th、2006 )

n - オ ク タ ノ ー ル ／ 水 分 配 係 数 l o g  Pow  =  1 .82 :  ICSC  ( 2003）

自 然 発 火 温 度 425℃ : H SDB  ( 2014）

分 解 温 度 情報なし

粘 度 （ 粘 性 率 ） 0 .732mPa ･s  ( 20℃)  :  H SDB  ( 2005 )

１ ０ ． 安 定 性 及 び 反 応 性

反 応 性 法規制に従っ た保管及び 取扱においては安定と考えら れる

化 学 的 安 定 性 法規制に従っ た保管及び 取扱においては安定と考えら れる

危 険 有 害 反 応 可 能 性 強力な酸化剤、強酸、強塩基と反応し、火災や爆発の危険をも たら

す 。多くのプ ラ スチック やゴ ム を侵す 。22℃以上では、蒸気/空気の

爆発性混合気体を生じるこ とがある。

避 け る べ き 条 件 22℃以上

混 触 危 険 物 質 酸化剤、強酸、強塩基、プ ラ スチック 、ゴ ム

危 険 有 害 な 分 解 生 成 物 蒸気/空気の爆発性混合気体

１ １ ． 有 害 性 情 報

急 性 毒 性

経 口 ラ ットのLD50値として、> 3 ,200-14 ,130  mg /k g  ( S IDS ( 2009 ) ) 、

10 ,700-14 ,130  mg /k g  ( DF GOT v o l .  19  ( 2003 ) ) 、12 ,760

mg /k g  ( 雄) 、10 ,736  mg /k g  ( 雌)  ( S IDS ( 2009 ) ) 、13 ,100

mg /k g  ( 雄) 、11 ,000  mg /k g  ( 雌)  ( C ICA D  64  ( 2005 ) ) 、14 ,130

mg /k g  ( C ICA D  64  ( 2005 ) 、環境省リスク 評価第1巻 ( 2002 ) 、

A CGIH  ( 7 th ,  2001 ) )  との報告に基づき、区分外とした。

経 皮 ウサギ のLD50値として、> 5 ,000  mg /k g  ( A CGIH  ( 7 th ,  2001 ) ) 、

>  5 ,000-17 ,600  mg /k g  ( S IDS ( 2009 ) ) 、  >  14 ,080  mg /k g

( 雄、雌)  ( S IDS ( 2009 ) ) 、>  20  mL/k g  ( =17 ,600  mg /k g )

( DF GOT v o l .  19  ( 2003 ) 、A CGIH  ( 7 th ,  2001 ) )  との報告に基づ

き、区分外とした。

吸 入 ： ガ ス GH Sの定義における液体である。

吸 入 ： 蒸 気 ラ ットのLC50値 ( 4時間)  として、2 ,000  ppm  ( A CGIH  ( 7 th ,

2001 ) ) 、>  4 ,000  ppm  ( DF GOT v o l .  19  ( 2003 ) ) 、>  32 ,000

mg /m3  ( =6 ,752  ppm )  ( C ICA D  64  ( 2005 ) ) 、LC50値 ( 6時間)

として> 8 ,000  ppm  ( 雄、雌)  ( 4時間換算値：9 ,798  ppm )  ( S IDS

( 2009 ) )  との4件の報告がある。うち1件は区分3に該当す るがその

他3件の報告から は区分を特定できないので、分類できないとし
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た。新たな情報源 ( SIDS ( 2009 ) 、C ICA D  64  ( 2005 ) 、DF GOT

v o l .19  ( 2003 ) )  を追加し、区分を見直した。

吸 入 ： 粉 じ ん 及 び ミ ス ト ラ ットのLC50値 ( 4時間)  として、0 .74  mg /L ( OECD  TG 403 )

( S IDS ( 2009 ) 、0 .74  mg /L、1 .8  mg /L、5 .1  mg /L、>  45  mg /L

( C ICA D  64  ( 2005 ) ) 、1 .86  mg /L ( DF GOT v o l .1 9  ( 2003 ) 、

A CGIH  ( 7 th ,  2001 ) ) 、>  23 .4mg /L ( OECD  TG 403 )  ( S IDS

( 2009 ) )  との7件の報告がある。OECD  TG 403準拠デ ー タ間にお

いても 大きなばら つきがあるため に、分類できないとした。

皮 膚 腐 食 性 及 び 皮 膚 刺 激 性 ウサギ に本物質 ( 99 .6％)  を4時間適用した結果、刺激反応はみら

れず 、痂皮形成及び 浮腫のスコ アは0であっ たとの報告 ( SIDS

( 2009 ) )  や、モルモットを用いた試験において刺激性はみら れなか

っ たとの報告がある ( SIDS ( 2009 ) ) 。ま た、ヒトに対して本物質

4％を48時間閉塞適用したパッチテ ストにおいても 刺激性なしとの

報告がある ( SIDS ( 2009 ) ) 。以上の結果から 区分外 ( 国連分類基

準の区分3)  とした。

眼 に 対 す る 重 篤 な 損 傷 性 又 は 眼 刺

激 性

ウサギ の眼に本物質0.1  mLを適用した結果、軽度から 中等度の虹

彩炎がみら れたが48時間後には回復したとの報告や ( SIDS

( 2009 ) ) 、ウサギ を用いた他の眼刺激性試験で軽度の刺激性、又

は刺激性なしとの結果が複数ある ( SIDS ( 2009 ) ) 。ま た、本物質

( 70-1400  mg /m3 )  にばく露されたヒトにご く軽度の刺激性がみら

れたとの報告がある ( SIDS ( 2009 ) ) 。以上の結果から 、区分2B と

した。

呼 吸 器 感 作 性 デ ー タ不足のため 分類できない。

皮 膚 感 作 性 デ ー タ不足のため 分類できない。なお、モルモットを用いた試験や

マウスの耳介膨張試験において感作性はみら れなかっ た ( SIDS

( 2009 ) )  との報告や、ヒトに対して感作性は認め ら れない ( 環境省

リスク 評価第1巻 ( 2002 ) )  など の記載があるが、試験法や結果の

詳細について不明であるため 、分類に用いるには不十分なデ ー タと

した。

生 殖 細 胞 変 異 原 性 デ ー タ不足のため 分類できない。In  v i v oデ ー タはなく、i n  v i t roで

は、細菌の復帰突然変異試験、哺乳類培養細胞の染色体異常試

験で陰性である ( SIDS ( 2009 ) 、A CGIH  ( 7 th ,  2001 ) 、DF GOT

v o l .  19  ( 2003 ) 、N TP DB  ( A cces s  on  Oc tobe r  2014 ) 、H SDB

( A cces s  on  Sep tembe r  2014 ) ) 。

発 が ん 性 デ ー タ不足のため 分類できない。

生 殖 毒 性 デ ー タ不足のため 分類できない。

ラ ットを用いた吸入経路による催奇形性試験において、母動物毒性

( 体重減少)  がみら れる用量で、胎児成長の遅延、肋骨形成異常

( 波状、癒合、分岐)  がみら れ 、ウサギ を用いた吸入経路による催

奇形性試験において、母動物毒性はみら れなかっ たが、胎児に胸

骨分節不整配列、網膜ひ だの発生率の増加、胆嚢の形態学的変

異がみら れ、こ れら は奇形ではなく変異とみら れており、催奇形性

を含め 児の発生に悪影響は認め ら れていない ( SIDS ( 2009 ) 、

C ICA D  64  ( 2005 ) 、DF GOT v o l .  19  ( 2003 ) 、A CGIH  ( 2001 ) ) 。

雌ラ ットに交配前3週間から 吸入ばく露し、無処置の雄ラ ットと交配

し、さら に妊娠16日ま で吸入ばく露した試験において、母動物毒性

( 摂餌量減少、体重減少、肝臓の絶対重量減少、腎臓及び 肺の相

対重量増加)  がみら れたが生殖能に影響はなく、胎児に対して胎

児成長の遅延がみら れた ( C ICA D  64  ( 2005 ) 、DF GOT v o l .  19

( 2003 ) 、環境省リスク 評価第1巻 ( 2002 ) 、A CGIH  ( 2001 ) ) 。　

こ れら の試験では、催奇形性はみら れず 、胎児の成長遅延、変異

はわず かな影響であるこ とから ガイダンスに従い分類根拠としなか

っ た。

以上、 発生毒性、雌動物の生殖能に関して影響はみら れていな

い。しかし、雄動物の生殖能に関す る情報が不十分であるこ とから

分類できないとした。

特 定 標 的 臓 器 毒 性 （ 単 回 ば く 露 ） 本物質は、気道刺激性がある ( 産衛学会許容濃度の提案理由書

( 1994 ) 、環境省リスク 評価第1巻 ( 2002 ) 、A CGIH  ( 7 th ,  2001 ) 、

C ICA D  64  ( 2005 ) 、DF GOT v o l .  19  ( 2003 ) ) 。

ヒトにおいては、蒸気吸入ばく露により、頭痛、悪心、高濃度でめ ま

い、呼吸困難、意識喪失、衰弱が報告されている( 産衛学会許容濃

度の提案理由書 ( 1994 ) 、A CGIH  ( 7 th ,  2001 ) 、C ICA D  64

( 2005 ) 、DF GOT v o l .  19  ( 2003 ) ) 。

実験動物では、ラ ットの1 .3  mg /Lの吸入ばく露で協調運動失調、

努力呼吸、麻酔作用、ラ ットの32 .6  mg /Lの吸入ばく露で呼吸困

難、ラ ット、マウスの10 ,736  mg /k g の経口投与で中枢神経系抑

制、協調運動失調、衰弱、体温低下がそれぞ れみら れている

( C ICA D  64  ( 2005 ) 、A CGIH  ( 7 th ,  2001 ) 、SIDS ( 2009 ) ) 。ラ ット

の吸入ばく露で報告されている協調運動失調など の症状は本物質

の麻酔作用によるも のと考えら れた。

以上より、本物質は気道刺激性及び 麻酔作用があると判断し、区

分3 ( 気道刺激性、麻酔作用)  とした。

なお、旧分類で記載された知見で以下の項目は不採用とした。す な

わち、ヒトの混合ばく露の事例については他物質の影響の可能性も

あるため 不採用とした。「ラ ットのエ アゾ ー ルによる吸入ばく露試験

において、540  ppm/4h  ( 2 .57mg /L/4h )  で肺のうっ 血、肺胞の出

血、気管支粘膜の脱落、肺胞上皮細胞の壊死、肺水腫など が観察
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されている ( A CGIH  ( 7 th ,  2001 ) )  」の知見は、死亡動物のデ ー タ

であっ たため 不採用とした。「マウスでは8,000  ppm  を20分間吸入

ばく露 ( 11mg /L/4h )  により、姿勢異常、覚醒低下、強直性/間代

性運動、正向反射の遅れなど が観察されている ( A CGIH  ( 7 th ,

2001 ) )  」の知見については記載が確認できなかっ たため 不採用と

した。

特 定 標 的 臓 器 毒 性 （ 反 復 ば く 露 ） 実験動物ではラ ットに本物質 ( 蒸気と推定)  を13週間吸入ばく露し

た試験において、区分外の高濃度 ( 1 ,500  ppm以上: 7 .05mg /L/6

時間)  で、呼吸器への影響 ( 鼻腔刺激症状、嗅上皮の壊死)  がみ

ら れたのみであっ た ( SIDS ( 2009 ) 、C ICA D  64  ( 2005 ) 、DF GOT

v o l .  19  ( 2003 ) ) 。ま た、モルモットに本物質を28日間吸入ばく露し

た試験でも 、4 ,840  mg /m3  ( ガイダンス値換算: 1 .00  mg /L/6時

間)  で、血液検査( 血球数) 、尿検査、病理検査( 剖検)  に影響を認

め なかっ た ( 環境省リスク 評価第1巻 ( 2002 ) 、C ICA D  64

( 2005 ) )  との記述がある。しかし、他の経路での毒性情報及び ヒト

での知見がなく、デ ー タ不足のため 「分類できない」とした。

吸 引 性 呼 吸 器 有 害 性 デ ー タ不足のため 分類できない。

１ ２ ． 環 境 影 響 情 報

生 態 毒 性

水 生 環 境 有 害 性 （ 急 性 ） 魚類（フ ァットヘッドミノー ）での96時間LC50  =  18  mg /L（C ICA D

64 , 2005）であるこ とから 、区分3とした。

水 生 環 境 有 害 性 （ 長 期 間 ） 急速分解性があり（B ODによる分解度：98%（SIDS , 2009））、かつ

生物蓄積性が低いと推定される（l og  Kow=1 .78（PH YSPR OP

Da ta ba s e、2009））こ とから 、区分外とした。

オ ゾ ン 層 へ の 有 害 性 当該物質はモントリオー ル議定書の附属書に列記されていない。

１ ３ ． 廃 棄 上 の 注 意

残 余 廃 棄 物 廃棄の前に、可能な限り無害化、安定化及び 中和等の処理を行っ て

危険有害性のレベルを低い状態にす る。

廃棄においては、関連法規並び に地方自治体の基準に従うこ と。

汚 染 容 器 及 び 包 装 容器は清浄にしてリサイク ルす るか、関連法規並び に地方自治体の

基準に従っ て適切な処分を行う。

空容器を廃棄す る場合は、内容物を完全に除去す るこ と。

１ ４ ． 輸 送 上 の 注 意

該当の有無は製品によっ ても 異なる場合がある。法規に則っ た試験の情報と、分類実施中の12項の環境影響情

報とに、基づく修正の必要がある。

国 際 規 制

国 連 番 号 1123

国 連 品 名 B U TYL A CETA TES

国 連 危 険 有 害 性 ク ラ ス 3

副 次 危 険 -

容 器 等 級 Ⅱ

海 洋 汚 染 物 質 該当しない

M A R P O L 7 3 / 7 8 附 属 書 Ⅱ 及 び

I B C コ ー ド に よ る ば ら 積 み 輸 送 さ れ

る 液 体 物 質

該当す る

国 内 規 制

海 上 規 制 情 報 船舶安全法の規定に従う。

航 空 規 制 情 報 航空法の規定に従う。

陸 上 規 制 情 報 消防法の規制に従う。

特 別 安 全 対 策 移送時にイエ ロー カー ドの保持が必要。

食品や飼料と一緒に輸送してはなら ない。

輸送に際しては、直射日光を避け、容器の破損、腐食、漏れのない

ように積み込み、荷崩れの防止を確実に行う。

重量物を上積みしない。

緊 急 時 応 急 措 置 指 針 番 号 129

１ ５ ． 適 用 法 令

法規制情報は作成年月日時点に基づいて記載されておりま す 。事業場において記載す るに当たっ ては、最新情報

を確認してください。

労 働 安 全 衛 生 法 名称等を表示す べき危険有害物（法第57条、施行令第18条別表第

9）

名称等を通知す べき危険有害物（法第57条の2、施行令第18条の2

別表第9）

リスク アセスメ ントを実施す べき危険有害物（法第57条の3）

危険物・引火性の物

第２種有機溶剤等

作業環境評価基準

消 防 法 第４類引火性液体、第二石油類非水溶性液体

船 舶 安 全 法 引火性液体類

航 空 法 引火性液体

労 働 基 準 法 疾病化学物質
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１ ６ ． そ の 他 の 情 報

参考文献 各デ ー タ毎に記載した｡

＜モデ ルSDSを利用す るときの注意事項＞

本安全モデ ルデ ー タシー トは作成年月日時点における情報に基づいて記載されておりま す ので、事業場にお

いてSDSを作成す るに当たっ ては、新たな危険有害性情報について確認す るこ とが必要です 。さら に、本安全

デ ー タシー トはモデ ルです ので、実際の製品等の性状に基づき追加修正す る必要がありま す 。ま た、特殊な

条件下で使用す るときは、その使用状況に応じた情報に基づく安全対策が必要となりま す 。

No.02321
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